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め困難であり、また光源の発熱や UV による組織への傷害が懸念される。そこで UV 照射後の TiO2
の光触媒反応の継続に注目した。これまでに UV 照射後の TiO2 の光触媒反応の継続による、歯周病
原細菌に対する抗菌効果は明らかになっていない。 





粒子径 5µmおよび 21nmのアナターゼ型 TiO2粒子を使用した。TiO2に UV照射後ただちに、スピン
トラッピング剤である 5,5-Dimethyl-1-pyrroline-N-oxide (DMPO)を混和し、ESR計測を行った。ESR







後も継続して HO•を発生することが示唆された。TiO2の粒子径による比較では、21nmは 5µm よりも有意に
高いシグナル比を示した(p<0.05)。比表面積の増加により光触媒効率が向上するとの報告と同様の傾向を
示した。UV照射時間による比較では、3時間は 6時間よりも高いシグナル比を示す傾向にあった。 
UV 照射後の TiO2 は、UV 非照射の対照群よりも有意に P. gingivalis の増殖を抑制した(p<0.05)。本研
究ではESR計測でHO•の発生を検出した。また光触媒の抗菌効果はHO•によると報告されている。よってTiO2
は UV照射後も継続して HO•を発生し、P. gingivalisに対して抗菌効果を示したと考察される。 
粒子径 21nmの TiO2は UV非照射にも関わらず、P. gingivalis の増殖を抑制した。TiO2ナノ粒子の P. 
gingivalisに対する最小発育阻止濃度は 2.5mg/mLと報告されており、本研究では 50mg/mLの濃度で使用し




UV 照射終了後も TiO2 は光触媒反応の継続により HO•を生成し、 インプラント周囲炎に関連するとされ
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 結果の要旨       
 








ピン共鳴(ESR)法により計測し、UV 照射後の TiO2 の光触媒反応を評価した。また Porphyromonas 
gingivalis に対する、UV 照射後の TiO2 の光触媒反応による抗菌効果を評価した。その結果、UV 照射後
も TiO2 は光触媒反応を継続し、P. gingivalis に対して抗菌効果を示すことを初めて明らかにした。 
本審査委員会では、 1) TiO2 ナノ粒子の生体への影響 2) 光源に UV-A を使用した理由 3) 抗菌効果の
評価に P. gingivalis を使用した理由 4) 想定されるインプラント周囲炎治療への応用 5) 光線力学療法
(PDT)との比較、などについて質疑および討論が行われた。1) に関しては、ナノ粒子の影響は明確ではな
いが、ゲル状にするなど生体への影響を最小化する必要があること 2) 酸化チタンは 380nm 以下の波長で
光触媒として反応すること 3) インプラント周囲炎の周囲から P. gingivalis が多く検出されていること 4) 
インプラント表面のメカニカル・デブライドメント後に、残存した病原細菌に対して光触媒の抗菌効果を
応用すること 5) 細胞外でラジカルを発生させるため、生体組織への影響を軽減できる可能性があること、
などの概ね妥当な解答が得られた。また、論文の構成や図表など改善の指摘があり、後日修正された論文
を審査委員が再確認した。 
以上より、本研究で得られた結果は、今後の歯学の進歩、発展に寄与するところ大であり、学位授与に
値するものと判定した。 
